
技術分類

技術名称 ESCON/超高強度合成繊維補強コンクリート 担当部署 ESCON協会　事務局

NETIS登録番号 QS-170016-A（ESCON受圧板） 担当者 杉山　省吾

社名等 ESCON協会 電話番号 03-3340-1826

技術の概要

国の機関　 9　件　（九州　　3件　、九州以外　6件　）　
自治体　　26　件　（九州　　4件　、九州以外　22件　）　
民　 間　　　9　件　（九州　　1件　、九州以外　8件　）　
※ESCON関連二次製品および現場打設の実績を示す。

３．技術の効果

●超高強度
　　超高強度を活かし、部材厚を約5割程度薄くすることが可能であり、構造部材の軽量化が期待
　できる。
●高耐久性
　　構造物の長寿命化によるLCCの削減だけでなく、腐食環境下における部材の適用にも期待できる。
●高流動
　　自己充填性を有するため、過密配筋のRC部材や複雑な形状および薄い部材についても充填が
　できる。

４．技術の適用範囲

●工場製品への適用（部材の薄肉・軽量化）
●現場打ちコンクリートとしての適用
　　POINT1：ポンプ圧送が可能。
　　POINT2：一般的なミキサにて現場練りが可能。
　　POINT3：流動性を活かし、間詰めコンクリートとしての適用が可能。

２．技術の内容

５．活用実績

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　高齢化、少子化社会に伴う人手不足への対策、新しい機能・基準による高能率で生産性の高い新材
料や新工法・新しい設計基準のコンセプトの質を創出するため、ESCON（超高強度合成繊維補強コンク
リート）を開発。
　『誰でも・どこでも・簡単に』をコンセプトに開発・改良を行い、工場二次製品だけでなく現場打設が可能
な超高強度コンクリートである。
　協会員会社（正会員29社）との共同研究を実施し、更なる用途開発および活用性の向上を目指してい
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※協会員：2019年6月現在

●超高強度
　　普通コンクリートと比べると、圧縮強度は約5～6倍の150N/㎟以上、曲げ引張強度は約7～10倍の
　20N/㎟以上有している。
●高耐久性
　　シリカフュームセメントを主材とし、緻密な硬化体を形成することで有害因子の侵入がほとんど無い。
●高流動
　　ESCON専用混和剤を添加することにより、W/C=15%においてもテーブルフロー300㎜程度の流動性を
　有す。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


